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　歳入決算額は318億9,872万円で、前
年度から22.8％の増加となっています。
増加の主な要因は、新型コロナウイルス
感染症対策に伴う国庫支出金の増加や、
建設事業などに係る市債借入額の増加に
よるものです。
　また、このうち市税などの自主財源は
全体の18.1％、地方交付税などの依存財
源は81.9％を占めており、地方交付税な
どに大きく依存した財政構造となってい
ます。

市の自主財源は18.1％

前年度と比較して24.6％の増加

決 算 報 告

市民1人当たりの支出額

　令和２年度の一般会計の決
算額は、収入が318億9,872
万円、支出が313億2,009万
円となり、令和３年度への繰
越事業の財源を差し引いた実
質収支は１億3,137万円の黒
字となりました。

１億3,137万円の黒字

　歳出決算額は313億2,009万円で、前年度
に比べて24.6％の増加となっています。性質
別で見ると、歳入同様新型コロナウイルス感
染症対策に伴う事業の実施などにより補助費
等が大きく増加しているほか、平戸城大規模
改修などの大型建設事業や台風や大雨に伴う
災害復旧事業の執行に伴い投資的経費が増加
しています。

区　分 増減率金　額
■市税の内訳

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税
入 湯 税

△2.85
△0.87
5.38
△2.03
△1.73
△44.75
△1.95

11億2,088万円
12億3,243万円
1億3,319万円
2億296万円
4,634万円
1,571万円

27億5,151万円

　市では、毎年２回「市の財政状況」を公表しています。今回は「令和２年度決算の概要」
「令和３年度上半期の執行状況」についてお知らせします。

■決算の状況（一般会計）

歳 入 総 額

歳 出 総 額

差 引 額

翌年度に繰越すべき財源

実 質 収 支

区　分

318億9,872万円

313億2,009万円

５億7,863万円

４億4,726万円

１億3,137万円

令和２年度

259億7,175万円

251億3,858万円

８億3,317万円

５億3,678万円

２億9,639万円

令和元年度

59億2,697万円

61億8,151万円

△２億5,454万円

△8,952万円

△１億6,502万円

対前年度増減額

合　 計

平戸の財政状況

５万5,744円

商工費

（対前年度18,712円の増）
商工、観光の振興など

5万3,886円

土木費

（対前年度3,580円の増）
道路、住宅の整備など

６万9,067円

教育費

（対前年度11,379円の減）
学校や図書館、文化振興など

７万8,121円

衛生費

（対前年度3,455円の増）
病気予防やごみ・し尿処理など

27万1,410円

総務費

（対前年度144,677円の増）
全般的・租税に関する事務など

４万3,066円

その他

（対前年度23,677円の増）
議会運営、災害復旧など

３万8,531円

消防費

（対前年度7,255円の増）
消防、防災対策など

７万4,613円

農林水産業費

（対前年度20,155円の増）
農林水産業の振興など

12万3,585円

公債費

（対前年度4,854円の減）
借入金の返済

（対前年度10,503円の増）
23万3,134円

民生費

高齢者や児童の福祉など

市　債　償　還
（都市計画関係） 3,697万円

決算額区　　　分

決算額区　　　分

鉱泉源の保護管理施設整備
観 光 施 設 の 整 備
観 光 振 興

1,002万円
202万円
367万円

■目的税の使いみち

令和２年度に各分野で支出した金額を、
市民１人当たりに換算すると

都市計画税

入湯税

（令和３年3月31日現
在の人口30,082人で

計算）104万１，１５７円が使われまし
た

問 企画財政課財政班☎22-9112

決算額

支出の内訳グラフ（性質別）

任
意
的
経
費（
44.2％

）　 　   投資的経費（17
.8％
）

義務的経費（
38.0％

）313億
2,009万円

支出合計
公債費

37億1,768万円
（11.9%）

人件費
37億2,898万円
（11.9%）

扶助費
44億4,449万円
（14.2%）

補助費等
62億7,201万円
（20.0%）

物件費
32億1,488万円
（10.3%）

積立金　
18億1,856万円
（5.8%）

その他　
8億5,486万円（2.7%）

普通建設事業費
44億3,352万円
（14.2%）

災害復旧事業費
11億2,872万円
（3.6%）

繰出金
17億639万円
（5.4%）

収入の内訳グラフ

自主財源（18.1％）

318億
9,872万円

収入合計

地方消費税交付金など
9億6,491万円（3.0%）

寄附金
6億4,399万円
　　（2.0%）

地方交付税
106億3,394万円
（33.3％）

市税
27億5,151万円
（8.6％）

国庫支出金
74億5,950万円
（23.4％）

市債
44億3,143万円
（13.9%）

県支出金
26億3,350万円
（8.3%）

使用料・手数料など
23億7,994万円
（7.5％）

　
　
　
依
存

財源（81.9％）　
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その他の事業
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市内中小企業などの経営力強化や事業拡大に必要
な設備投資経費および新規創業者に対する補助を行
いました。

中小企業等設備投資・創業支援対策事業　1,040万円

創業にかかる中小企業創業支援資金の預託、保証
料補給および創業セミナーを開催しました。

創業支援対策事業　　　　　　 3,251万円

漁業所得向上を目指し、経営改善計画の達成に向
けた漁船用機器などの整備への支援や漁協などの
生産、流通、経営基盤の整備に補助を行いました。

新水産業経営力強化事業　　　 2,338万円

新規就農者の確保・育成のため、園芸用ハウスや
繁殖牛舎の整備に対する支援を行いました。

平戸式もうかる農業実現支援事業　2,325万円

　令和２年度は、平戸市の主要事業を中心にさまざまな事業を実施しました。その中で
も特に重点的に実施した事業を各プロジェクトごとに紹介していきます。

令和２年度に実施した主な事業

生月出張所消防庁舎整備事業　１億9,735万円
施設の老朽化に伴い、生月出張所消防庁舎を建て替え
ました。

南部地区に放課後児童健全育成施設を整備しました。平戸城懐柔櫓を宿泊施設としてリニューアルし、メディ
アを活用したPRを展開しました。

放課後児童クラブ整備事業  　　　  6,407万円平戸城誘客対策プロモーション事業  2,699万円

平戸市の観光のシンボルである平戸城の大規模改修を
行いました。

平戸城大規模改修事業　　　 ３億8,754万円

地域購買力回復支援事業  　  １億383万円
市内経済活性化のため、「ひらどプレミアム商品券」を
販売しました。

事業者支援給付金事業       ２億2,452万円
新型コロナウイルスの影響により減収を余儀なくされた
事業者に対して給付金を支給しました。

学校保健特別対策事業       　  3,177万円
市内小中学校における感染症対策として消毒液などの
購入や水道の自動水栓化を行いました。

特割宿泊キャンペーン事業        6,500万円
市内宿泊施設利用者に対して宿泊料金の助成を行いま
した。

新型コロナウイルス感染症対策事業

しごとをふやすプロジェクトしごとをのばすプロジェクト

乳児や児童およびその保護者が互いに交流できる場
所を開設し、子育て支援を実施しました。

地域子育て支援拠点事業　　  2,025万円

児童生徒一人一人に個別最適化された教育ICT環
境を実現するため、１人１台端末とネットワーク環境
を整備しました。

GIGAスクール構想実現事業　 9,779万円
まちづくり運営協議会に、まちづくり計画の策定支
援やまちづくり交付金を交付し、地域住民主体のま
ちづくりを推進しました。

コミュニティ推進事業　　　  １億6,333万円

移住・定住者の新規住宅取得に対する補助や相談
支援などを行い、移住定住を推進しました。

移住定住環境整備事業　　　　 3,308万円

ひとをそだてるプロジェクトまちをつくるプロジェクト
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◎企業会計

水道事業

病院事業

交通船事業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支

区　分 予算現額 収入済額 支出済額

２億168万円
６億8,179万円
９億5,789万円
１億3,005万円

7,494万円

９億8,315万円
９億6,340万円
22億9,292万円
３億3,150万円
2億6,044万円

4億3,234万円
１億1,513万円
10億3,925万円

5,280万円
7,953万円

予算現額 収入済額 予算現額 支出済額

国民健康保険（事業勘定）
国民健康保険（度島直診勘定）
国民健康保険（大島直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（サービス事業勘定）
農業集落排水事業
宅地開発事業
あづち大島いさりびの里事業
駐車場事業

区　分 予算現額 収入済額 支出済額
18億7,772万円

3,302万円
3,853万円

1億4,294万円
18億378万円
1,230万円
516万円
37万円
564万円
415万円

◎一般会計（収入）

◎特別会計

◎一般会計（支出）

◎R2決算額 ◎R2決算額

市 税
地方贈与税など
地 方 交 付 税
分担金・負担金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
寄 附 金
市 債
そ の 他
収 入 合 計

25億7,252万円
10億520万円

100億6,110万円
7,402万円

33億2,705万円
25億2,455万円
8億540万円

23億7,000万円
29憶2,404万円
256億6,388万円

14億3,864万円
４億7,836万円
70億2,925万円

2,412万円
８億6,180万円
２億696万円
8,991万円

０円
３億8,455円

105億1,359万円

46億2,139万円
70億2,126万円
27億3,902万円
17億1,106万円
11億7,401万円
13億1,365万円
19億9,781万円
32億2,225万円
18億6,343万円
256億6,388万円

11億9,403万円
25億4,796万円
13億1,435万円
５億7,319万円
５億4,029万円
２億390万円
７億6,932万円
14億2,053万円
４億7,793万円
90億4,150万円

総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他
支 出 合 計

47億6,413万円
7,654万円

３億1,286万円
4億7,122万円
46億8,170万円

3,217万円
1,278万円
681万円
1,474万円
521万円

18億5,746万円
1,174万円
1,665万円

1億4,231万円
17億8,864万円

1,184万円
118万円
681万円
374万円
169万円

区　分区　分

収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況

（
令
和
３
年
９
月
30
日
現
在
）

財政
指標

市債残高は約８億３千万円の増加

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

健全化判断比率

一般会計などの赤字から財政運営の深刻度を見る指標
すべての会計の赤字から財政運営の深刻度を見る指標
借金の返済額の大きさから資金繰りの危険度を見る指標
市が抱える負債の残高から将来の財政への圧迫度を見る指標

令和
元年度説　　　明

－
－

3.0％
－

－
－

4.7％
－

令和
２年度

国の基準
早期健全化基準
（イエローカード）

12.94%
17.94%
25.0%
350.0%

財政再生基準
（レッドカード）

20.00%
30.00%
35.0%

国の基準

※比率が生じない場合は「－」と表示しています。

資金不足比率 公営企業の資金不足割合から経営
状況の深刻度を見る指標 － －

令和
２年度説　　　明 令和

元年度

20.00%

※いずれの会計も資金不足が生じていないため「－」と表示しています。

対象会計 経営健全化基準（イエローカード）

水道事業・病院事業・交通船事業ほか

健全化判断比率と資金不足比率

特別会計とは
　国民健康保険は国民健康保険
税、介護保険は介護保険料など、
特定の収入で特定の支出をまか
なう事業をまとめた会計です。

企業会計とは
　民間企業と同じようにその仕
事自体に収益があり、その収益
で支出をまかなう事業をまとめ
た会計です。

収　入
支　出
収　入
支　出

11億2,432万円
９億8,528万円
２億7,617万円
６億3,386万円

収　入
支　出
収　入
支　出

2億4,277万円
２億4,277万円

０円
０円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収　入
支　出
収　入
支　出

23億4,463万円
22億2,099万円
２億7,638万円
３億3,836万円

収益的収支

資本的収支

国民健康保険
（事業勘定）
国民健康保険
（度島直診勘定）
国民健康保険
（大島直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険
（保険事業勘定）
介護保険
（サービス事業勘定）
農業集落排水事業
宅地開発事業
あづち大島
いさりびの里事業
駐車場事業

工業団地事業

47億4,420万円

7,647万円

１億9,926万円

4億5,786万円

43億7,162万円

3,237万円

1,207万円
796万円

1,387万円

485万円

３億9,702万円

47億2,208万円

7,647万円

１億9,926万円

4億5,779万円

42億6,186万円

3,237万円

1,207万円
796万円

1,387万円

485万円

３億9,702万円

支　出収　入区　分

　平成19年に制定された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化
法）」により、毎年、健全化判断比率などを算定し、議会・市民に報告・公表しています。
　令和２年度決算に基づく比率（指標）は、前年度と同様にいずれも国の基準（イエロー
カードとされる早期健全化基準）を下回り、財政状況は、おおむね健全であるといえます。
各指標の改善は、平成19年度から実施している借入金（市債）の繰上償還によるところ

（年度）

（億円）

基金残高は
約８億７千万円の増加

（年度）

（億円）

※資本的収支・・・施設の建設改良に関する投資的な収入と支出
※収益的収支・・・経営活動により発生するすべての収入と支出

※資本的収支・・・施設の建設改良に関する投資的な収入と支出
※収益的収支・・・経営活動によって発生するすべての収入と支出

交通船事業

病院事業

水道事業

執行
状況

特別
会計

企業
会計

すべてにおいて基準内の財政状況

市債残高
　市の借入金である市債の令和２
年度残高は、建設事業や災害復旧
事業の増額などにより増加となりま

市債
状況

基金の状況
　市の財産である基金の令和２年
度残高は、工業団地特別会計の市
債を繰上償還するため減債基金の
取り崩しなどを行いましたが、新し

基金
状況

令
和
３
年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）

したが、今後も
計画的な繰上償
還の実施により
さらなる財政の
健全化に努め、
将来の公債費負
担の軽減を図り
ます。

が大きく影響しており、今後も行財政改革の取り組
みを継続し、引き続き健全な財政運営に努めます。

いまちづくり基金
の積み立てなどに
より増加となりまし
た。
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